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討
論
集
会
参
加
者
は
、
組
合
に「
レ
ク
活
動
」「
学
習
」「
他

単
組
と
の
交
流
」
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
総
支
部
の

活
動
に
参
加
し
、
学
習
・
交
流
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。 

 

▼
な
お
、
前
段
の
分
科
会
に
お
い
て
は
、
総

支
部 

芳
賀
沼
事
務
局
長
に
よ
る
議
論
の

基
と
な
る
プ
レ
ゼ
ン
が
あ
り
、
後
半
は
５
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
Ｗ
Ｓ
（
Ｋ
Ｊ
法
）

に
よ
る
活
発
な
議
論
を
し
、
最
後
に
各
グ
ル

ー
プ
か
ら
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

▼
で
は
、
発
表
内
容
か
ら
抜
粋
し
、
少
し
意

見
等
を
添
え
て
記
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

          

▼
確
か
に
イ
メ
ー
ジ
が
か
た
い
で
す
よ
ね
。

ま
ず
用
語
が
特
殊
で
、
と
っ
つ
き
に
く
い
と

こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
「
単
組
」

は
「
単
位
労
働
組
合
」
の
略
称
で
す
が
、
読

み
が
分
か
ら
な
い
方
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
過
去
に
「
た
ん
く
み
」
と
読

ん
で
い
た
組
合
役
員
の
方
も
い
ま
し
た
。
正

解
は
「
た
ん
そ
」
で
す
（
笑
）。「
レ
ク
活
動

等
を
増
や
す
」
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
訳

で
す
が
、
本
来
、
そ
れ
を
担
う
の
が
「
青
年

部
・
女
性
部
」
で
す
。
た
だ
、
単
組
に
青
年

部
・
女
性
部
が
な
か
っ
た
り
、
活
動
を
休
止

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
単
組
は
、
親
組
合
（
基
本
組
織
）

で
企
画
す
る
か
、
総
支
部
の
青
年
部
・
女
性

部
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
べ
き
で
す
。

総
支
部
の
青
年
部
・
女
性
部
で
は
、
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
や
終
了
後
の 

懇
親
会
な
ど
も
開
催
し
て
い 

ま
す
。 

 

▼
今
回
の
紙
面
学
習
シ
リ
ー
ズ
は
、
１
月
31

日
（
土
）
に
会
津
若
松
市
「
御
宿
東
鳳
」
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
会
津
総
支
部
２
０
２

６
春
闘
討
論
集
会
の
第
２
分
科
会
「
み
ん
な

で
考
え
よ
う
！
労
働
組
合
の
進
め
方
！
」
の

５
つ
の
分
散
会
で
発
表
さ
れ
た
内
容
を
基

に
、「
組
合
活
動
の
進
め
方
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

紙面学習 

当面の日程 

■2 月 21 日（土） 

13:30～総支部青年女性部

総会（河東公民館） 
 

■2 月 27 日（金） 

13:00～28 日（土）12:00

県本部労働学校（ラコパふく

しま） 
 

14:45～県本部労働安全衛

生集会（ラコパふくしま） 

 
総支部春闘討論集会 第２分科会の分散会より 

シ
リ
ー
ズ 

43 

『
組
合
活
動
の
進
め
方
』 

●組合のイメージがかたい。レク

等のイメージアップが必要。 

●楽しいところから、組合のイメ

ージアップが必要。 

●若手組合員による旅行等のレク

により活気が出るのではないか。 

●若手組合員が企画する活動を行

う。 

●BBQ など、レク活動を増やす。 

●交流会やレク活動で 

組合員同士が 

接する機会を 

増やす。 
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▼
自
分
も
昔
、
年
功
序
列
で
役
員
を
担

う
単
組
に
所
属
し
て
い
た
経
験
が
あ
り

ま
す
。
書
記
次
長
等
、
一
定
の
役
職
に
就

く
と
、
そ
こ
か
ら
執
行
委
員
長
ま
で
連

続
し
て
担
う
こ
と
に
な
り
、
活
動
の
継

続
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
反
面
、

メ
イ
ン
と
な
る
書
記
長
を
担
う
人
に
よ

っ
て
、
活
動
の
強
弱
が
出
て
き
て
し
ま

う
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

逆
に
同
じ
役
員
が
長
期
間
担
っ
て
い
る

単
組
の
場
合
、
活
動
の
継
続
性
は
保
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
、
役

員
任
せ
の
活
動
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
後
継
者
が
育
た
な
い
等
の
デ
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
何
の
団
体
で

も
同
じ
で
す
が
、
役
員
を
担
う
と
い
う

こ
と
は
、
大
な
り
小
な
り
そ
の
期
間
、
自

分
の
時
間
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
仲
間
の
輪
や
、
知
識
が
広
が
る

こ
と
に
な
る
の
で
、「
や
む
な
し
」
と
考

え
て
く
だ
さ
い
。 

▼
役
員
と
し
て
賃
金
・
労
働
条
件
に
関

す
る
一
定
の
知
識
が
な
け
れ
ば
、
執
行

員
会
に
お
い
て
議
論
に
な
ら
な
い
し
、

当
局
交
渉
も
で
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
県
本

部
、
総
支
部
等
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

学
習
の
場
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
執
行
部

が
今
、
何
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
ど
う
い

う
結
果
で
あ
っ
た
の
か
、
随
時
組
合
員

に
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
は
、
と
て
も
重

要
な
こ
と
で
す
。
組
合
活
動
に
機
関
紙

や
チ
ラ
シ
発
行
は
必
須
で
す
。 

▼
「
交
渉
体
制
づ
く
り
の
学
習
」
に
関
し

て
、
県
本
部
の
学
習
の
場
で
、
当
局
と
組

合
側
と
に
分
か
れ
て
「
模
擬
交
渉
」
を
行

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
毎
年
開
催
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）。
秋
闘
・
春
闘
期
に
お

け
る
要
求
書
作
成
、
交
渉
・
妥
結
に
至
る

ま
で
の
一
連
の
取
り
組
み
や
、
人
勧
値

切
り
な
ど
、
独
自
の
攻
撃
を
受
け
た
単

組
の
取
り
組
み
等
を
総
支
部
内
で
共
有

で
き
る
場
（
参
加
者
交
流
会
を
含
め
）
も

必
要
と
思
い
ま
す
。 

▼
全
体
と
し
て
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
「
交
流
の
場
」
を
求
め
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
今
回
「
団

結
赤
旗
開
き
」
が
本
部
・
県
本
部
か
ら
の

要
請
に
基
づ
き
中
止
と
な
っ
た
こ
と
は

と
て
も
残
念
で
し
た
。
次
の
機
会
に
期

待
し
ま
し
ょ
う
。 

○
さ
て
、
前
号
機
関
紙
で
、
お
年
玉
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
の
当
選
者
を
発
表
し
ま
し

た
。
「
お
年
玉
賞
」
ク
オ
カ
ー
ド
95
本

は
、
単
組
へ
の
発
送
を
も
っ
て
発
表
に

代
え
た
訳
で
す
が
、
当
た
り
ま
し
た

か
？
前
回
と
比
較
す
る
と
、
応
募
者
数
・

単
組
数
と
も
に
「
２
」
増
え
ま
し
た
。
今

回
の
単
組
数
は
（
全
18
単
組
中
）「
11
」

で
し
た
が
、
中
に
は
応
募
者
が
極
端
に

少
な
い
単
組
も
あ
り
、
機
関
紙
が
ま
だ

ま
だ
組
合
員
の
皆
さ
ん
へ
届
い
て
い
な

い
と
い
う
実
態
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
坂
内
） 

 

 

会津総支部ホームペ

ージのトップページ

です。 

 
 

 

 

 

総支部機関紙のバッ

クナンバーは、こち

らから。 

 
 

 

 

 

 

総支部 HP 機関紙 編
集
後
記 

 
 

 
 

 

 

●役員の担い手がいない。 

●年功序列で執行委員を担ってい

るが、組合員のライフプランも考

慮すべきではないか？ 

●（役員として）自分の単組の賃

金・労働条件が恵まれているのか、

どうなのか？勉強会が必要。 

● （役員への要望）取り組みや、そ 

の結果の情報を共有して 

ほしい。 

 

 

第２分科会の分散会での発表の様子 

●組合員の悩み等を相談しやすい

雰囲気作りが必要。 

●他単組との交流が必要。 

●組合の予算でライフプランセミ

ナー。 

●子育てが忙しいと、組合活動に

参加できない。 

●交渉体制づくりの学習の場や、

他単組組合員との交流の場を設け

てほしい。 

●（業務上の）職員の負担が減れ

ば、活動に参加しやすくなる。 


